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衛星データの活用状況
（農林水産省統計部）

面積調査における母集団整備
（生産流通消費統計課所管）

水稲作付面積調査における衛星画像活用事業
（統計企画課所管の委託事業）

※中・長期的には水稲の収量把握の他、水稲
以外の作物に関する面積及び収量の把握等
も検討課題



面積調査における母集団整備
について

平成20年田畑別耕地面積調査

田 ２，５１６，０００ ha
畑 ２，１１２，０００ ha
田畑計 ４，６２８，０００ ha



面積調査の概要（その１）

• 母集団編成‥全国の農業地域を、耕地が約２ha（北海
道は約１０ha）となる単位区に分割し、各々について、土地登

記簿、空中写真等で田畑別面積を求め、単位区台帳を作成し
ている。
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• 標本単位区の抽出・・編成した母集団から
標本（サンプル）を抽出する



面積調査の概要（その２）

• 標本単位区の実査（毎年7月15日）

標本となった単位区内の田畑別割合や水稲作付
面積(田の台帳面積を基準とした作付面積）の割合
を7月15日時点で現地実査し、各現況面積を見積り、

当該台帳面積との比を基に全体面積（全国、都道府
県）の推定を実施。



面積母集団整備の概要（その
１）

• 母集団整備‥毎年、単位区内の耕地改廃等が生じる

ため、より新しい資料（航空写真・衛星画像等）を用いた台帳
修正を計画的に実施。

（当初）現況が単位区台帳と一致

現況

単位区台帳

（数年後）場所によって現況が単
位区台帳と大きく乖離

（母集団整備）乖離の大きい場所
の台帳を修正



面積母集団整備の概要（その
２）

• 標本単位区の抽出‥母集団整備（台帳修正）によっ

て、少ない標本数で標本誤差を小さくすることが可能。

標
本

標
本



ALOSパンシャープン画像

(強調処理済み)

©RESTEC/include JAXA©RESTEC/include JAXA

圃場の視認性



Quickbird 平均ポインティング角：22度
資料：「水稲作付面積調査における衛星画像活用事業」報告書より

©DigtalGlobe ©GSI

オルソ精度



衛星の観測角度
（ポインティング角）

青森県A町 IKONOS 6月21日 22.6度
5月28日 29.1度
6月2日 17.1度

茨城県C市 GeoEye-1 5月26日 23.4度、16.1度
茨城県D市 IKONOS 7月16日 19.1度

6月2日 8.8度
6月15日 4.2度
5月18日 15.5度
8月29日 24.2度

千葉県G市 IKONOS 6月27日 25.3度、19.5度
5月10日 10.6度
7月16日 7.6度

愛知県I市 IKONOS 8月14日 15.7度
IKONOS 6月8日 16.0度
GeoEye 8月17日 23.0度、10.1度、23.0度

5月20日 5.1度
6月7日 5.4度
6月25日 15.3度
12月9日 28.1度

GeoEye 6月1日 11.5度、14.5度
IKONOS 6月8日 25.3度
GeoEye-1 6月26日 23.4度、13.5度
IKONOS 10月4日 25.3度、18.9度

6月17日 3.5度
7月18日 16.6度
11月26日 8.0度
11月26日 20.4度
12月6日 28.7度
12月19日 8.7度

高知県N市 QuickBird

鹿児島県O市 QuickBird

大阪府K市 QuickBird

奈良県L市

岡山県M市

千葉県H市 QuickBird

三重県J市
QuickBird

群馬県E市 QuickBird

千葉県F市 QuickBird

対象地域 センサ
観測日

秋田県B市 QuickBird

今年度、田植え
後1ヶ月を目安に

撮影する計画を
実行した実績

撮影の確実性

資料：「水稲作付面積調査における衛星画像活用事業」報告書より一部改変



水稲作付面積調査は、生産対策、需給調整、経営安定対策、
技術指導等の農林水産行政推進のための資料とすることを目
的として、標本理論に基づく標本単位区に対する実測調査並
びに巡回・見積りにより実施

現行の調査方法は、総人件費改革に伴う職員の大幅縮減のな
かで限界

日本全土の水稲作付面積が把握可能となるよう、実務に耐え
うるような精度の高さを確保した科学的かつ効率的な水稲作
付面積求積手法を開発する

水稲作付面積調査における衛星活用事業

事業の目的



凡例
□湛水
□非湛水

TerraSAR-X 上：2009/5/29、下：2009/7/16

観測の確実性から、
SARを主とし、光学画

像が取得できた場合
は精度向上に利用

SARでも光学でも、

田植期に湛水し、生
育期に非湛水（植
生）である圃場を水
稲作付地と判定

手法開発の方針

基本的な考え方

水稲作付面積調査における衛星活用事業

資料：「水稲作付面積調査における衛星画像活用事業」報告書より

©Infoterra GmbH 
Disstribution[PASCO]

©Infoterra GmbH 
Disstribution[PASCO]



□水稲作付地
□非水稲作付地

田植期近赤外画像

2009/5/18

生育期近赤外画像

2009/8/18

©RESTEC/include JAXA ©RESTEC/include JAXA

ALOS AVNIR-2
資料：「水稲作付面積調査における衛星画像活用事業」報告書より



衛星開発への期待

撮影チャンスを最大限活かすことが必要
＜ALOS／46日、QB／20日、GE／11日＞

国内全域を高頻度で観測が可能な軌道



衛星開発への期待

筆界や水稲作付状況等の判読が必要

高解像度撮影



衛星開発への期待

特定の期間に広域の観測が必要
＜耕地面積(秋／春)、水稲(生育期)＞

広域な観測幅



衛星開発への期待

農業では、土壌水分状況の
把握・解析に関する情報が必要

高解像度の中間赤外センサ



衛星開発への期待

利用普及の鍵を握る価格

低コストであることが必須



衛星開発への期待

データの継続性は極めて重要

途切れのない次期衛星の開発



衛星開発への期待

データ転送に関する懸念

中・長期展望に基づく
データ中継衛星等の増強



ご静聴ありがとうございました。
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